資料４－１　検証様式の補足説明
点検等の検証様式について
１)点検、診断、評価、手法や体制等の充実　
様式１「点検及びデータ蓄積の検証」（目　的）
〇現在の各施設の点検及びデータ蓄積の取組みついて、安全かつ効率的・効果的な維持管理・更新の観点から検証し、点検、診断、評価の手法や体制等の充実（再構築）を図り、今後の各分野施設ごとの点検要領及び長寿命化計画等に反映させる。また、分野横断的な視点で検証し、分野施設毎の点検等のバランスを図る。






○各分野部会において分野施設毎の点検及びデータ蓄積の現状を、「致命的な不具合を見逃さない」「維持管理・更新に資する効率的・効果的な点検及びデータ蓄積」などの視点から検証し、点検の着眼点や点検内容、評価・診断、データ蓄積・活用等について追加項目などを検討する。
〇また、着実な点検の実施に向けて、点検等の実施にいて、現場事務所における課題等を抽出し、改善を検討する。
○検証作業においては、各事務局が検証シート（様式１）を作成し、それを基に各分野部会で議論（検討）する。
○各分野部会の検討を踏まえて、分野施設毎の点検、診断、評価の手法や体制等の充実を図る。
○なお、全体検討部会においては、分野施設毎の検証シートを分野横断的な視点で確認し、分野施設毎のバランスを図る。

検証１　致命的な不具合を見逃さない
１）日常的な安全の視点
①高齢化や使用環境、構造等により致命的な不具合が発生する可能性のある箇所（部位）、構造等
②施設の劣化や損傷等により人的・物的被害を与える又はその恐れを生じさせると予想される箇所（部位）、構造等
〇上記、①②について、追加する着眼点や点検内容等を確認、また、不可視部分や部位等がある場合は、不可視部分の点検手法などを確認。　
③災害を誘発する可能性のある状態や箇所など（既往災害の被災事例に習う）追加する着眼点や点検内容等を確認

検証２	維持管理・更新に資する効率的・効果的な点検に向けて
１）効率的・効果的な維持管理・更新の視点
①予防保全（予測計画型）の拡充　②最適な補修タイミング③更新時期の見極め等を導くための点検やデータ蓄積など着眼点や点検内容、データ蓄積等を確認。　　　
２）１）を踏まえた分野横断的な視点
[bookmark: _GoBack]○材料等を主眼にした点検の有無、有る場合はその内容。
コンクリート（中性化、塩害、アル骨、疲労）・鋼（腐食（板厚）、疲労）・地盤・舗装など材料等に特化し点検している施設などについて、点検内容、データ蓄積等を確認し、分野横断的に利活用できるものを抽出し標準化する。

検証３データ蓄積・活用
1 データ蓄積状況（いつから、どのように）②データ活用状況③データの管理体制など現状を確認し、改善点などを抽出。



検証4効率的・効果的な点検の実施（重点化）
〇点検の頻度などメリハリをつけているかなど現状を確認し、改善点などを抽出。

検証5府民など参加　　
○多くの府民に維持管理の大切さを理解してもらう一つの方策として、府民等が参加できる点検内容等を抽出。
府民意見（性能向上につながる）の収集。

検証６点検等の実態（現場での課題(問題点））
○点検（直営、委託）の実施（業者指導など含む）やデータ蓄積、活用など現場事務所での課題や問題点などの実態を把握。
２)効率的・効果的な維持管理手法の確立　
　様式―２　「維持管理手法の検証及び最適補修時期や手法の検討」/様式―３　「重点化指標」（目　的）
〇施設毎の維持管理手法（事後保全・予防保全）について、安全かつ効率的・効果的な維持管理・更新の観点から検証し、全体を見渡した上で、それぞれの施設の特性に応じた維持管理手法の体系化を図り、大阪府の施設全体を対象とした長寿命化計画（補修・部分更新等計画）等に反映させる。





○施設の特性に応じた維持管理手法の体系化を図るため、安全かつLCC最小化の観点から適切な維持管理手法や最適な補修時期・手法を導くために各分野部会において、分野施設毎の現在の維持管理手法と補修時期や手法の考え方（目標管理水準）の検証、維持管理手法に関する課題を抽出、重点化指標の検証等を行うとともに、今後の維持管理手法（めざすべき手法、適切な手法）やそのために必要となる点検やデータ、維持管理手法の選定におけるメリハリの必要性とメリハリのポイントなどを検討する。
○また、各分野部会において、分野施設毎に最適な補修時期・手法の考え方、最適な補修時期・手法を導くための検討内容、目標とする管理水準（施設が確保すべき信頼性）の考え方について検討する。
○検証作業においては、各事務局が検証シート（様式２、様式３）を作成し、それを基に各分野部会で議論する
○各分野部会の検討を踏まえて、分野施設毎の維持管理手法の体系化や最適補修時期・手法の明確化を図る。
○なお、全体検討部会においては、分野施設毎の検証シートを、分野横断的な視点で確認し、分野施設毎のバランスを図る。

様式―４、様式―５　「更新時期の見極めの検討」（目　的）
〇施設毎の更新時期の見極めについて、安全かつ効率的・効果的な維持管理・更新の観点から検証し、施設の重要度や特性に応じた更新時期を見極めるための判断基準を明確にする。








○安全性（信頼性）かつLCC最小化の観点から更新時期の見極めを検討するために各分野部会において、更新の現状について、過去15年の更新及び今後10年程度の更新予定についての更新理由（大規模な更新を対象とし部分更新は含まない）を検証（様式４）するとともに、そのほか、物理的な要因により更新すべき施設の有無「こういった施設は更新」「こうなったら更新」を確認（検討）する。　物理的な要因により更新すべき施設がある場合については、見極めるための兆候（サイン）など評価・判断基準を検討する。
○また、分野施設毎に、技術的実現可能性、経済的な視点を考慮し、①更新②更新と長寿命化③長寿命化の分類を検討するとともに物理的、機能的、経済的、社会的などの視点から更新要因の整理や更新を見極めるための総合評価指標を整理し、更新に至るまでの考え方（フロー等）を明確化、施設寿命（ライフサイクル）の考え方（公会計上の耐用年数、工学上の寿命、計画上の寿命）を整理する。（様式５）
○なお、全体検討部会においては、分野施設毎の検証シートを、分野横断的な視点で確認し、分野施設毎のバランスを図る。
